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◇NEXCO3社他/共同開発工法
（PRC版化・構築材・設計法・コッタ－継手）
※NEXCO設計要領書に記載
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2025.7 第14回出展技術発表会（0：20）



1.橋梁端部（橋台部）
における環境面の課題
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1.橋端部付近での環境問題
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土工部

橋梁部

橋台部

圧密沈下等によ
る段差発生

衝撃による荷崩
れ・走行性悪化

ガタ
ン

ガタン

漏水による桁端部
支承の劣化

振動・騒音

苦情発生
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ガタン
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2.延長床版システム工法
の開発背景

「現場打ち」 「プレキャスト版」
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2-1.現場打ち施工の課題

 仕上り精度が悪い

 品質が不安定

 滑り面確保が困難

 工期が長い

 沈下した場合の補修（リフト
アップ）が困難

プレキャスト版を採用した工法を開発

課題を解消
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2-2. 特殊プレキャスト版の採用により

 工場製作したプレキャスト版は、平坦性に優れ、

安定した滑動が得られる。

 版同士の接合にコッター式継手を採用したため、

急速施工を可能とし、既設橋においては全面規制

せずに車線ごとの段階施工が可能である。（片側

施工可能）

 橋台背面盛土材が沈下した場合、リフトアップ

機能により、急速復旧が容易である。
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3.延長床版の構造
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3-1.延長床版 イメージ図

着脱床版着脱床版

延長床版延長床版

底版底版

ウイングウイング

コッター式継手コッター式継手

伝達式伸縮装置伝達式伸縮装置

橋桁橋桁

橋梁床版橋梁床版

壁高欄壁高欄

床版接続部床版接続部
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3-2延長床版システム工法との比較

橋 梁
踏 掛 版

土工部
橋 台

遊
間

伸縮装置 一般橋梁の側面図

橋 梁 底 版

橋 台

遊
間

延長床版システムプレキャスト工法

延長床版

移 設
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伸縮装置

土工部



3-3.特殊継手/コッター式継手（くさび式継手）

コッター式継手の特長と効果

車線規制で段階施工が可能

部分的な取替が繰り返し可能

曲げモーメントとせん断力を伝達

Ｈ型金物
固定用ボルト

定着用アンカーＣ型金物

※ コッタ－継手は国総研との共同開発特許製品
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3-4.コッター式継手締め込み状況

C型金物

H型金物

ボルト

目地部にプレストレスが導入される

ボルト

※目地部に高強度グラウト注入
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250N･mのボルト締結力
↓

0.5N/mm2程度の圧縮力



4.設計・施工マニュアルの作成

12



設計・施工のマニュアルを作成することを目的に設置された。

設計手法、施工方法、すべり構造の確立のため、各種実験

本工法の施工により、騒音・振動の低減効果があることが確
認され，委員会が設立．

延長床版システム工法に関する技術検討委員会

検討内容： 「要求性能」「設計」「施工」「維持管理」
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5.設置状況
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5-1.施工状況① 底版の敷設
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5-2.施工状況② 延長床版設置
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橋梁部

延長床版部

底版部



東九州道 施工/伸縮継手は 土工側へ4.3ｍ移設

5-3 完成

新伸縮装置
土工部位置

橋梁部

土工部

従来伸縮装置
遊間位置

伸縮装置
PRC延長床版

接続部

PRC底版
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6.設置効果について
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2004/11/21 A１橋台AP

（施工前） 11:00～

12:00（2530台/時間）

2004/12/12 A１橋台AP

（施工後） 13:00～

14:00（2470台/時間）

2004/11/21 A2橋台AP

（施工前） 11:00～

12:00

2004/12/12 A2橋台AP

（施工後） 10:00～

11:00

［騒音レベルｄB(A) － 周波数］

A１橋台施工後

A１橋台施工前

A2橋台施工前

A2橋台施工後

A1［ｄB］低減域

A2［ｄB］低減域

低減

騒音レベル

Ａ１橋台－延長床版施工

Ａ2橋台－延長床版なし

測定箇所 ； 橋台支承部

中国道(Ｔ高架橋) 平成16年11月施工
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2004/11/21 A１橋台

AP（施工前） 11:00

～12:00（2530台/時

間）

2004/12/12 A１橋台

AP（施工後） 13:00

～14:00（2470台/時

間）

2004/11/21 A2橋台AP

（施工前） 11:00～

12:00

2004/12/12 A2橋台AP

（施工後） 10:00～

11:00

A1:上り線流入時データ

A2:下り線流入時データ
測定箇所:沓座面

※ 工事前後の交通量調査データから、時間交通量が同程度
になっている時間帯のところを抽出して比較を行った。
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［振動レベル（ｄB） － 周波数（Hz)］

A2橋台施工前 A１橋台施工前

A１橋台施工後A2橋台施工後
低減

Ａ１橋台－延長床版施工

Ａ2橋台－延長床版なし

測定箇所 ； 橋台支承部

効果の検証

振動レベル
中国道(Ｔ高架橋) 平成16年11月施工

A1［ｄB］低減域
A2［ｄB］低減域



橋梁区間土工区間

延長床版施工前

延長床版施工後

計測方向

騒音レベル

既設継手位置

（特殊RAC車による測定）

A１橋台

A１橋台

土工区間

バネ下振動

中国道(Ｔ高架橋) 平成16年11月施工
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7.東日本大震災後、

延長床版設置個所現地調査報告
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7-1東北地整「東日本大震災」の対応と課題（2）



24

日野渡橋（宮城
県登米市）三陸
自動車道

鐙川橋（宮城
県亘理町）常
磐自動車道

針生高架橋（福島県
郡山市）国道4号あさ
か野バイパス

木戸川橋（福島県楢葉
町）常磐道（広野～常磐
富岡）原発20Km圏内の
ため調査できず。

東北地方における延長床版システ
ムプレキャスト工法採用橋

①

②

③
NEXCO　HPより仙台東部道路

日経ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝより

東日本大震災後の調査(2011年)
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7-3.震災時においては
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① 針生高架橋/【延長床板設置】

周辺橋梁：亀田大橋

伸縮装置周辺に段差は見られない

延長床版施工：A2橋台側

ジョイント部に段差が発生

ジョイント部補修箇所

舗装表面にクラック発生

延長床版施工：A1橋台側

近隣の橋梁＜設置無＞

状況写真
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② 鐙川橋【延長床板設置】

周辺橋梁延長床版：A2橋台側

延長床版：A1橋台側

段差問題なし

底版端部に沈下によるクラックのみ

段差摺り付け補修

段差摺り付け補修

段差摺り付け補修

近隣の橋梁＜設置無し＞

状況写真



延長床板の効果が確認 ！
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8.震災後の発表資料
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東北地整「東日本大震災」の対応と課題（1）
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東北地整「東日本大震災」の対応と課題（2）



9. 今後のICT技術の活用
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9-1. ICT技術の活用目的 （生産性向上）

•33

書類によ
る検査

検測・施工
を繰り返す

丁張に合
せ施工

施工丁
張設置

施工量
算出

測量
の実施

従 来 施 工

起工
測量

設計DA
TA作成

DATAに
元に測量

出来形
施工理

３次DATAの
納品/確認

２次元
DATA

（書類の簡素化）

②3次元DATAで施工管理①3次元測量・計画

（簡素化・管理水準・安全性向上）（測量精度・生産性向上）

生産性向上

従来維持
ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃ
ﾅﾝｽ

①から
計画ｽﾀ-ﾄ

③

ICT維持
ｲﾝﾌﾗﾒﾝﾃ
ﾅﾝｽ

③のDATA
より

設計ｽﾀ-ﾄ

① ② ③

生産性向上

（3DLS/TS/ドロ－ン）
3次元
DATA



まとめ

 橋台部で発生する段差を抑制すること・・・

⇒ 騒音・振動の低減

環境工法として

 橋台部の段差衝撃を緩和

 雨水の漏水を、遊間部に流れ込まない排水対策・・・

⇒ 支承・桁端部の劣化抑制

 地震時の段差を抑制（地震動レベル2で構造設計）

⇒ 緊急車両の通行帯の確保
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長寿命化として

強靭化道路として

 ３次元ＤＡＴＡの管理/活用・Con二次製品の採用により

⇒ 生産性の向上・震災時の復旧計画の迅速化

強靭化道路として



ご清聴ありがとう
ございました
ご清聴ありがとう
ございました
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9. 今後のICT技術の活用
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